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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸発器がこの順に冷媒配管により接続され、超臨界域で
冷媒を用いる冷凍サイクルの制御装置であって、
　前記放熱器で冷媒と熱交換を行う外気の温度及び前記冷凍サイクルに要求される必要能
力又は成績係数に基づいて、前記放熱器の出口圧力を決定高圧圧力として決定する高圧決
定手段と、
　前記高圧決定手段において決定された前記決定高圧圧力で冷媒を吐出するように前記圧
縮機を制御する圧縮機制御手段と、
　前記外気の温度及び要求される冷媒の蒸発温度に基づいて、前記放熱器の必要能力を求
め、前記放熱器の必要能力に応じて前記放熱器に対する風量を決定する風量決定手段と、
を備え、
　前記放熱器の前記出口圧力は、前記圧縮機制御手段による前記圧縮機の制御及び前記風
量決定手段において決定された前記風量に基づく前記放熱器のファンの回転数の制御が行
われた後、前記出口圧力の測定値と前記決定高圧圧力との偏差に応じて、前記放熱器側に
設けられた前記膨張弁によって調整される冷凍サイクルの制御装置。
【請求項２】
　前記放熱器と前記蒸発器との間に、前記膨張弁が２つ以上設けられている請求項１に記
載の冷凍サイクルの制御装置。
【請求項３】
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　圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸発器がこの順に冷媒配管により接続され、超臨界域で
冷媒を用いる冷凍サイクルであって、
　請求項１または２記載の制御装置を備える冷凍サイクル。
【請求項４】
　圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸発器がこの順に冷媒配管により接続され、超臨界域で
冷媒を用いる冷凍サイクルの制御方法であって、
　前記放熱器で冷媒と熱交換を行う外気の温度及び前記冷凍サイクルに要求される必要能
力又は成績係数に基づいて、前記放熱器の出口圧力を決定高圧圧力として決定する高圧決
定工程と、
　前記高圧決定工程において決定された前記決定高圧圧力で冷媒を吐出するように前記圧
縮機を制御する圧縮機制御工程と、
　前記外気の温度及び要求される冷媒の蒸発温度に基づいて、前記放熱器の必要能力を求
め、前記放熱器の必要能力に応じて前記放熱器に対する風量を決定する風量決定工程と、
　前記圧縮機制御工程による前記圧縮機の制御及び前記風量決定工程において決定された
前記風量に基づく前記放熱器のファンの回転数の制御が行われた後、前記放熱器の前記出
口圧力を、前記出口圧力の測定値と前記決定高圧圧力との偏差に応じて、前記放熱器側に
設けられた前記膨張弁によって調整する調整工程と、
を含む冷凍サイクルの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍サイクルの制御装置、冷凍サイクル、及び冷凍サイクルの制御方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　冷凍サイクルとして、ＣＯ２等の超臨界域で冷媒を使用するものが開発されている。
　このような冷凍サイクルでは、蒸発器内圧力から中間圧力まで圧縮する低圧圧縮機と、
中間圧力から放熱器内圧力まで圧縮する高圧圧縮機の２段で圧縮する２段圧縮が行われ、
放熱器の出口冷媒の一部を高圧圧縮機の吸入側に抽気（ガスインジェクション）するもの
がある。
【０００３】
　超臨界域で冷媒を使用する冷凍サイクルにおいて、効率を高くするために、特許文献１
には、放熱器の出口側でのＣＯ２温度とＣＯ２圧力との関係が、最適制御線で示される温
度と圧力との関係となるように、高圧側の減圧弁を制御することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１１５４７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の冷凍サイクルでは、放熱器（ガスクーラ）に設けら
れているファンの回転数に関する制御は行われておらず、ファンの回転数は最大値で一定
にされていると考えられる。
　このため、特許文献１に記載の冷凍サイクルでは、ファンに対して必要以上に動力が使
用され、効率の良い運転が実現されない場合がある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、超臨界域で冷媒を用いる冷
凍サイクルにおいて、より効率の良い運転を可能とする、冷凍サイクルの制御装置、冷凍
サイクル、及び冷凍サイクルの制御方法を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の冷凍サイクルの制御装置、冷凍サイクル、及び冷
凍サイクルの制御方法は以下の手段を採用する。
【０００８】
　本発明の第一態様に係る冷凍サイクルの制御装置は、圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸
発器がこの順に冷媒配管により接続され、超臨界域で冷媒を用いる冷凍サイクルの制御装
置であって、前記放熱器で冷媒と熱交換を行う外気の温度及び前記冷凍サイクルに要求さ
れる必要能力又は成績係数に基づいて、前記放熱器の出口圧力を決定高圧圧力として決定
する高圧決定手段と、前記高圧決定手段において決定された前記決定高圧圧力で冷媒を吐
出するように前記圧縮機を制御する圧縮機制御手段と、前記外気の温度及び要求される冷
媒の蒸発温度に基づいて、前記放熱器の必要能力を求め、前記放熱器の必要能力に応じて
前記放熱器に対する風量を決定する風量決定手段と、を備え、前記放熱器の前記出口圧力
は、前記圧縮機制御手段による前記圧縮機の制御及び前記風量決定手段において決定され
た前記風量に基づく前記放熱器のファンの回転数の制御が行われた後、前記出口圧力の測
定値と前記決定高圧圧力との偏差に応じて、前記放熱器側に設けられた前記膨張弁によっ
て調整される。
【０００９】
　本構成に係る冷凍サイクルは、圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸発器がこの順に冷媒配
管により接続され、超臨界域で冷媒を用いる。
　超臨界域における冷媒は、臨界域のように飽和圧力と飽和温度との関係が一意に決定せ
ず、飽和温度が同じでも異なる飽和圧力となり得、同じ飽和温度でも飽和圧力が異なると
比エンタルピは異なる。すなわち、放熱器の出口温度は外気の温度に依存するが、放熱器
の出口圧力は外気の温度のみにより決定されない。
【００１０】
　そこで、外気の温度と冷凍サイクルに要求される運転状態に基づいて、放熱器の出口圧
力が決定され、放熱器に対する風量が制御される。すなわち、放熱器の出口圧力は、外気
の温度のみによって決定されるものではないため、外気の温度と冷凍サイクルに要求され
る運転状態に基づいて、最適となるように制御される。
【００１１】
　さらに、放熱器に対する風量も、外気の温度と冷凍サイクルに要求される運転状態に基
づいて、すなわち、放熱器の必要能力を満たすように制御される。なお、風量制御は、放
熱器に備えられるファンの回転数を制御することによって行われる。
【００１２】
　このように、本構成は、外気の温度を基準として、冷凍サイクルに要求される運転状態
に基づいて放熱器の出口圧力を決定し、放熱器に対する風量を制御するので、放熱器に備
えられるファンの回転数を冷凍サイクルに要求される運転状態に応じた適正な回転数とで
き、より効率の良い運転を可能とする。
【００１３】
　上記第一態様では、前記外気の温度及び前記冷凍サイクルに要求される必要能力又は成
績係数に基づいて、前記放熱器の出口圧力を決定する高圧決定手段と、前記外気の温度及
び要求される冷媒の蒸発温度に基づいて、前記放熱器に対する風量を決定する風量決定手
段と、を備えてもよい。
【００１４】
　本構成によれば、高圧決定手段によって、外気の温度と冷凍サイクルに要求される必要
能力又は成績係数に基づいて、放熱器の出口圧力の最適値が決定される。
　また、風量決定手段によって、外気の温度及び要求される冷媒の蒸発温度に基づいて、
放熱器に対する風量が決定される。より具体的には、外気の温度及び冷媒の蒸発温度から
放熱器の必要能力が決定される。そして、放熱器の必要能力を満たすための放熱器に対す
る風量が決定される。
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【００１５】
　これにより、本構成は、より最適な放熱器の出口圧力と放熱器に対する風量とを決定で
きる。
【００１６】
　上記第一態様では、前記放熱器と前記蒸発器との間に、前記膨張弁が２つ以上設けられ
、前記放熱器の出口圧力が、前記放熱器側に設けられた前記膨張弁によって調整されても
よい。
【００１７】
　本構成によれば、２つの膨張弁によって２段膨張が行われ、第１膨張弁１６及び第２膨
張弁２０によって２段膨張が行われ、放熱器に設けられた膨張弁を高圧圧力の制御に用い
ることができるので、放熱器の出口圧力をより精度高く制御できる。
【００１８】
　本発明の第二態様に係る冷凍サイクルは、圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸発器がこの
順に冷媒配管により接続され、超臨界域で冷媒を用いる冷凍サイクルであって、上記記載
の制御装置を備える。
【００１９】
　本発明の第三態様に係る冷凍サイクルの制御方法は、圧縮機、放熱器、膨張弁、及び蒸
発器がこの順に冷媒配管により接続され、超臨界域で冷媒を用いる冷凍サイクルの制御方
法であって、前記放熱器で冷媒と熱交換を行う外気の温度及び前記冷凍サイクルに要求さ
れる必要能力又は成績係数に基づいて、前記放熱器の出口圧力を決定高圧圧力として決定
する高圧決定工程と、前記高圧決定工程において決定された前記決定高圧圧力で冷媒を吐
出するように前記圧縮機を制御する圧縮機制御工程と、前記外気の温度及び要求される冷
媒の蒸発温度に基づいて、前記放熱器の必要能力を求め、前記放熱器の必要能力に応じて
前記放熱器に対する風量を決定する風量決定工程と、前記圧縮機制御工程による前記圧縮
機の制御及び前記風量決定工程において決定された前記風量に基づく前記放熱器のファン
の回転数の制御が行われた後、前記放熱器の前記出口圧力を、前記出口圧力の測定値と前
記決定高圧圧力との偏差に応じて、前記放熱器側に設けられた前記膨張弁によって調整す
る調整工程と、を含む。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、超臨界域で冷媒を用いる冷凍サイクルにおいて、より効率の良い運転
を可能とする、という優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る冷凍サイクルの回路構成図である。
【図２】ＣＯ２の超臨界域を示すｐ－ｈ線図である。
【図３】本発明の実施形態に係る制御装置のガスクーラ制御に関する機能を示す機能ブロ
ック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る外気温度と高圧圧力との関係を示した図である。
【図５】本発明の実施形態に係る外気温度と蒸気温度に応じたガスクーラの必要能力を示
した図である。
【図６】本発明の実施形態に係るガスクーラ制御の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、本発明に係る冷凍サイクル１０の一実施形態について、図面を参照して説明す
る。
【００２３】
　図１は、本実施形態に係る冷凍サイクル１０の回路構成図である。
　本実施形態に係る冷凍サイクル１０は、一例としてＣＯ２を冷媒とし、冷媒を超臨界域
で用いる。
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【００２４】
　また、冷凍サイクル１０は、２段圧縮サイクルであり、低圧圧縮機１２Ａ、高圧圧縮機
１２Ｂ、ガスクーラ１４、第１膨張弁１６、レシーバ１８、第２膨張弁２０、及び蒸発器
２２がこの順に冷媒配管２４により接続される。そして、レシーバ１８において気液分離
された気体冷媒を高圧圧縮機１２Ｂの吸入側に供給するインジェクション管２６が備えら
れる。
【００２５】
　低圧圧縮機１２Ａは、蒸発器２２からの冷媒を吸入し、この冷媒を圧縮して高圧圧縮機
１２Ｂへ吐出する。
　高圧圧縮機１２Ｂは、低圧圧縮機１２Ａに直列に接続され、低圧圧縮機１２Ａ及びイン
ジェクション管２６からの冷媒を吸入し、この冷媒を圧縮して、ガスクーラ１４に向けて
吐出する。
【００２６】
　ガスクーラ１４は、高圧圧縮機１２Ｂから吐出された高温高圧（超臨界状態）の冷媒と
、ガスクーラファン２８によって通風される外気との間で熱交換を行い、冷媒を放熱する
。
【００２７】
　第１膨張弁１６は、ガスクーラ１４において放熱した冷媒を断熱膨張させ、冷媒を減圧
する。換言すると、第１膨張弁１６は、ガスクーラ１４の出口圧力（以下「高圧圧力」と
いう。）を調整する。
【００２８】
　レシーバ１８は、冷媒を気液分離する。液相の冷媒は、レシーバ１８から蒸発器２２へ
流れる。一方、気相の冷媒は、レシーバ１８からインジェクション管２６を介して、高圧
圧縮機１２Ｂへ流れる。
【００２９】
　第２膨張弁２０は、蒸発器２２へ向かう冷媒をさらに断熱膨張させ、冷媒を減圧する。
換言すると、第２膨張弁２０は、蒸発器２２の入口圧力を調整する。
【００３０】
　蒸発器２２は、第２膨張弁２０において減圧された冷媒と、蒸発器ファン３０によって
通風される空気との間で熱交換を行い、冷媒に熱を吸収させる。
　蒸発器２２は、一例として、アイスクリーム等を貯蔵する冷凍ショーケース３２内に設
けられて冷媒と冷凍ショーケース３２内の雰囲気との間で熱交換を行う。これにより、冷
凍ショーケース３２内は、低温（例えば蒸発温度－４５℃）に保たれる。
【００３１】
　なお、冷凍サイクル１０は、外気温度センサ４０及び高圧センサ４２を備える。
【００３２】
　外気温度センサ４０は、ガスクーラ１４で熱交換を行う外気の温度（以下「外気温度」
という。）を測定する。
【００３３】
　高圧センサ４２は、ガスクーラ１４の出口圧力（以下「高圧圧力」という。）を測定す
る。
【００３４】
　また、冷凍サイクル１０は、その制御を司る制御装置４６を備える。制御装置４６は、
高圧圧縮機１２Ｂ、低圧圧縮機１２Ａ、第１膨張弁１６、第２膨張弁２０、ガスクーラフ
ァン２８、及び蒸発器ファン３０等を制御する。
　なお、制御装置４６は、例えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、ＲＡＭ（Ran
dom　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）、及びコンピュータ読み取り可
能な記憶媒体等から構成されている。そして、各種機能を実現するための一連の処理は、
一例として、プログラムの形式で記憶媒体等に記憶されており、このプログラムをＣＰＵ
がＲＡＭ等に読み出して、情報の加工・演算処理を実行することにより、各種機能が実現
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される。なお、プログラムは、ＲＯＭやその他の記憶媒体に予めインストールしておく形
態や、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶された状態で提供される形態、有線又
は無線による通信手段を介して配信される形態等が適用されてもよい。コンピュータ読み
取り可能な記憶媒体とは、磁気ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、半導体メモリ等である。
【００３５】
　ここで、制御装置４６で実行されるガスクーラ制御について説明する。なお、本実施形
態に係るガスクーラ制御は、高圧圧力及びガスクーラ１４に対する風量（ガスクーラファ
ン２８の回転数）を制御する。
【００３６】
　上述したように、本実施形態に係る冷凍サイクル１０では、ＣＯ２冷媒を超臨界域で用
いる。超臨界域における冷媒は、臨界域のように飽和圧力と飽和温度との関係が一意に決
定せず、図２に示されるように、飽和温度が同じでも異なる飽和圧力となり得、同じ飽和
温度でも飽和圧力が異なると比エンタルピは異なる。すなわち、ガスクーラ１４の出口温
度は外気温度に依存するが、高圧圧力は外気温度のみにより決定されない。そして、ガス
クーラ１４の出口温度が同じでも、高圧圧力が異なると、冷凍効果にも影響が生じる。
【００３７】
　そこで、本実施形態に係る冷凍サイクル１０では、外気温度と冷凍サイクル１０に要求
される運転状態に基づいて、高圧圧力を決定し、ガスクーラ１４に対する風量を制御する
。
　すなわち、高圧圧力は、外気温度のみによって決定されるものではないため、外気温度
と冷凍サイクル１０に要求される運転状態に基づいて、最適となるように制御される。
　さらに、ガスクーラ１４に対する風量も、外気温度と冷凍サイクルに要求される運転状
態に基づいて、すなわち、ガスクーラ１４の必要能力を満たすように制御される。なお、
風量制御は、ガスクーラファン２８の回転数を制御することによって行われる。
【００３８】
　このように、本実施形態に係る冷凍サイクル１０は、外気温度を基準として、冷凍サイ
クル１０に要求される運転状態に基づいてガスクーラ１４の出口圧力を決定し、ガスクー
ラ１４に対する風量を制御するので、ガスクーラファン２８の回転数を冷凍サイクル１０
に要求される運転状態に応じた適正な回転数とできる。
　なお、冷凍サイクル１０に要求される運転状態とは、後述するように、例えば、冷凍サ
イクル１０に要求される必要能力又は成績係数（ＣＯＰ）や要求される冷媒の蒸発温度で
ある。
【００３９】
　図３は、本実施形態に係る制御装置４６のガスクーラ制御に関する機能を示す機能ブロ
ック図である。
【００４０】
　制御装置４６は、高圧決定部５０、圧縮機制御部５２、第１膨張弁制御部５４、風量決
定部５６、及びガスクーラファン制御部５８を備える。
【００４１】
　高圧決定部５０は、外気温度及び冷凍サイクル１０に要求される必要能力又は成績係数
（ＣＯＰ）に基づいて、高圧圧力を決定する。
　上記外気温度として、外気温度センサ４０による外気温度の測定値が高圧決定部５０に
入力される。
【００４２】
　圧縮機制御部５２は、決定された高圧圧力（以下「決定高圧圧力」という。）で冷媒を
吐出するように、低圧圧縮機１２Ａ及び高圧圧縮機１２Ｂを制御する。
【００４３】
　第１膨張弁制御部５４は、高圧圧力が決定高圧圧力となるように、第１膨張弁１６に対
して制御指令を出力し、高圧圧力の微調整を行う。具体的には、第１膨張弁制御部５４は



(7) JP 6548890 B2 2019.7.24

10

20

30

40

50

、入力される高圧センサ４２の測定値と決定高圧圧力とを比較し、測定値が決定高圧圧力
となるようにフィードバック制御によって第１膨張弁１６を制御する。
【００４４】
　風量決定部５６は、外気温度及び要求される冷媒の蒸発温度に基づいて、ガスクーラ１
４に対する風量を決定する。
　冷媒の蒸発温度として、蒸発温度の設定値が高圧決定部５０に入力される。
【００４５】
　ガスクーラファン制御部５８は、風量決定部５６によって決定された風量となるように
、ガスクーラファン２８の回転数を制御する。
【００４６】
　次に、高圧決定部５０及び風量決定部５６による具体的な処理について説明する。
【００４７】
　まず、図４は、本実施形態に係る外気温度（ＡＴ）と高圧圧力（ＨＰ）との関係の一例
を示した図である。
　図４に示されるように、本実施形態に係る制御装置４６は、超臨界域の冷媒に対して、
外気温度が高くなるにつれて高圧圧力を上昇させる一方、外気温度が臨界点に近い所定温
度以下の場合には、高圧圧力を一定とする。
　この理由は、超臨界域では、臨界点に近い温度では温度の変化に対する圧力の変化が小
さいためである。このため、外気温度が臨界点に近い場合、高圧圧力は、低圧圧縮機１２
Ａ及び高圧圧縮機１２Ｂの動力が少なくて済む一定の圧力とされる。また、外気温度が高
い場合は、高圧圧力は、温度変化による圧力変化が小さい領域における圧力とされる。こ
れにより、高圧圧力の制御性が簡易となる。
【００４８】
　そして、図４に示される外気温度と高圧圧力との関係は、冷凍サイクル１０に要求され
る必要能力又は成績係数（ＣＯＰ）に応じて、シミュレーション等により、予め決定され
、記憶されている。高圧決定部５０は、図４の例に示される外気温度と高圧圧力との関係
を示す情報に基づいて、高圧圧力を決定する。
【００４９】
　また、ガスクーラ１４に対する風量は、ガスクーラ１４の必要能力に基づく。
　ガスクーラ１４の必要能力は、図５に示されるように外気温度と蒸気温度（ＥＴ）から
求められる。そして、ガスクーラ１４の必要能力と風量は、相関関係がある。このため、
風量決定部５６は、図５の例に示される外気温度と蒸発温度とガスクーラ１４の必要能力
の関係から、ガスクーラ１４の必要能力を求め、ガスクーラ１４の必要能力に応じた風量
を決定する。
　なお、風量決定部５６は、外気温度、要求される冷媒の蒸発温度、及びガスクーラ１４
に対する風量との関係を示した情報を予め記憶し、ガスクーラ１４の必要能力を求めるこ
となく、外気温度及び要求される冷媒の蒸発温度から直接的にガスクーラ１４に対する風
量を決定してもよい。
【００５０】
　以上のように、図４に示されるような外気温度に応じた高圧圧力を示す情報、及び図５
に示されるような外気温度と蒸発温度に応じたガスクーラ１４の必要能力を示す情報を制
御装置４６が記憶することで、外気温度から高圧圧力及びガスクーラ１４に対する風量を
容易に決定できる。
【００５１】
　図６は、ガスクーラ制御の流れを示すフローチャートである。なお、ガスクーラ制御は
、冷凍サイクル１０の運転が開始すると共に開始される。
【００５２】
　まず、ステップ１００では、高圧決定部５０によって高圧圧力を決定する。
【００５３】
　次のステップ１０２では、風量決定部５６によって風量を決定する。
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【００５４】
　次のステップ１０４では、各種機器を制御する。
　具体的には、圧縮機制御部５２が、高圧決定部５０で決定した高圧圧力で冷媒を吐出す
るように、低圧圧縮機１２Ａ及び高圧圧縮機１２Ｂを制御する。また、ガスクーラファン
制御部５８が、風量決定部５６で決定した風量となるように、ガスクーラファン２８の回
転数を制御する。
【００５５】
　ガスクーラファン２８の回転数が制御され、ガスクーラ１４に対する風量が変わると、
高圧センサ４２の測定値と決定高圧圧力とに偏差が生じる可能性がある。
　そこで、次のステップ１０６では、高圧センサ４２の測定値が決定高圧圧力となってい
るか否かを判定し、否定判定の場合にステップ１０８へ移行し、肯定判定の場合は所定の
時間間隔でステップ１０６を繰り返す。
【００５６】
　ステップ１０８では、高圧センサ４２の測定値が決定高圧圧力となるようにフィードバ
ック制御によって、第１膨張弁制御部５４が第１膨張弁１６の開度を微調整し、ステップ
１０６へ戻る。
　このように、本実施形態に係る冷凍サイクル１０は、第１膨張弁１６及び第２膨張弁２
０によって２段膨張が行われ、第１膨張弁１６を高圧圧力の制御に用いることができるの
で、ガスクーラ１４の出口圧力をより精度高く制御できる。
【００５７】
　以上説明したように、本実施形態に係る冷凍サイクル１０は、高圧圧縮機１２Ｂ、低圧
圧縮機１２Ａ、ガスクーラ１４、第１膨張弁１６、第２膨張弁２０、及び蒸発器２２がこ
の順に冷媒配管２４により接続され、超臨界域で冷媒を用いる。そして、冷凍サイクル１
０の制御装置４６は、ガスクーラ１４で冷媒と熱交換を行う外気温度及び冷凍サイクル１
０に要求される運転状態に基づいて、ガスクーラ１４の出口圧力を決定し、ガスクーラ１
４に対する風量を制御する。
【００５８】
　このように、本実施形態に係る冷凍サイクル１０は、外気温度を基準として、冷凍サイ
クル１０に要求される運転状態に基づいてガスクーラ１４の出口圧力を決定し、ガスクー
ラ１４に対する風量を制御するので、ガスクーラファン２８の回転数を冷凍サイクル１０
に要求される運転状態に応じた適正な回転数とでき、より効率の良い運転が可能となる。
【００５９】
　以上、本発明を、上記実施形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形
態に記載の範囲には限定されない。発明の要旨を逸脱しない範囲で上記実施形態に多様な
変更又は改良を加えることができ、該変更又は改良を加えた形態も本発明の技術的範囲に
含まれる。また、上記実施形態を適宜組み合わせてもよい。
【００６０】
　例えば、上記実施形態では、冷凍サイクル１０を冷凍機に適用する形態について説明し
たが、本発明は、これに限定されるものではなく、冷凍サイクル１０を暖房及び冷房を行
う空気調和装置に適用する形態としてもよい。
【００６１】
　また、上記実施形態では、冷凍サイクル１０を一例として２段圧縮とする形態について
説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、冷凍サイクル１０を単段圧縮と
する形態としてもよい。
【００６２】
　また、上記実施形態では、第１膨張弁１６及び第２膨張弁２０の二つを用いて２段膨張
する形態について説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、膨張弁を一つ
又は３つ以上とする形態としてもよい。
【００６３】
　また、上記実施形態で説明したガスクーラ制御の流れも一例であり、本発明の主旨を逸
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脱しない範囲内において不要なステップを削除したり、新たなステップを追加したり、処
理順序を入れ替えたりしてもよい。
【符号の説明】
【００６４】
　１０　　冷凍サイクル
　１２Ａ　低圧圧縮機
　１２Ｂ　高圧圧縮機
　１４　　ガスクーラ
　１６　　第１膨張弁
　２０　　第２膨張弁
　２２　　蒸発器
　２４　　冷媒配管
　４６　　制御装置
　５０　　高圧決定部
　５６　　風量決定部

【図１】 【図２】
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【図５】
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